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第9章　宇木汲田貝塚出土の植物遺体
高宮広土

１．調査の概要
　a）遺跡の所在　佐賀県唐津市大字宇木汲田
　b）遺跡の名称　宇木汲田遺跡（貝塚）
　c）調査機関　九州大学文学部
　d）調査担当者　横山浩一
　e）発掘調査期間　1984年11月１日～1984年12月15日
　f）遺跡の年代　弥生時代早期（夜臼 I, II 式）；紀元前8－9世紀、紀元前6－7世紀
　g） 放射性炭素年代　イネ4点：896cal BC-809cal BC（95.4% 2σ）、830calBC-794cal BC（95.4% 2

σ）、902calBC-813cal BC（95.4% 2σ）、895calBC-803calBC（95.4% 2σ）　（宮本　2018）

２．バックグラウンド
　佐賀県唐津市大字宇木汲田に所在する宇木汲田遺跡の貝塚部分は1984年に九州大学文学部横山浩一
によって詳細な発掘調査がなされた。縄文時代晩期と想定されていた貝塚部分よりイネが検出された
ことにより、縄文時代に農耕が存在した可能性が示唆された遺跡である。板付遺跡や菜畑遺跡などの
発見も相伴って、高宮にとって「縄文農耕論」に熱く興奮した学生時代を思い出させる遺跡の一つで
ある。その後、縄文時代＝狩猟採集の時代および弥生時代＝水稲稲作の時代というそれぞれの時代の
定義が研究者に浸透するにつれ、「縄文時代晩期」に水田遺構など水稲農耕に関連する遺構・遺物を
含む時期を弥生時代早期と呼称する傾向となっている（宮本　2019）。この時期は現在のところ北部
九州地域に限られており、日本列島において初期水稲農耕がこの地において発祥したことが理解され
ている。
　さて、1984年の発掘調査においては、多量の土壌サンプルが回収されており、未整理のまま九州大
学に保管されていた。これらの土壌サンプルの重要な意義を予測した宮本一夫は2016年から2018年に
かけて、これらの土壌サンプルのフローテーションを実施した。計89の浮遊物サンプルが植物遺体分
析のため高宮に送付されてきた。サンプリングされた土壌は主にⅨa 層（夜臼 I 式・夜臼 II 式）およ
びⅩa 層（夜臼 I 式）より回収されたサンプルであった。以下に検出された植物遺体について報告す
る。

３．検出された植物遺体（表12、表13a～13r）

　表の見方：表12は表13a ～13r をまとめたものである。表13：今回、2017年冬、2018年冬および
2018年夏と3回に分けてフローテーションより回収されたサンプルが送付された。1980年代にサンプ
ルされた土壌に九州大学によって通し番号がふられたが、その番号がフローテーション年によっては
重複するものがあった（2017年および2018年冬）ので、サンプル番号後の（　）内にフローテーショ
ン実施時期を示した。また、1980年代にサンプリングされ、30年以上保管されていたので、サンプリ
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ング地点の特定できたものと不明なものなどがあり、
以下のようにサンプリング地点が記載されていた：
１）グリッドと層が特定できたもの、２）グリッド
は特定できたが、層に関しては可能性の示唆のみ、
3）層は特定できたが、グリッドに関しては可能性
の示唆のみなど。表13はグリッド・層が正確に特定
できたサンプルから、サンプル地点が曖昧な順に作
成した。また、九州大学のメモなどサンプルに関す
る情報は全て記載した（表13のラベル～通し番号）。

　イネ　Oryza sativa L.
イネ穎果が計1071粒 / 片回収されている。ほぼすべ
てのサンプルで回収されており、宇木汲田遺跡（貝
塚）では、主な炭水化物源であったと考えられる。
写真１（図71）のサイズは（長さ x 幅 x 厚さ mm、
以下同様）、4.6x2.9x1.6mm。また、計91粒のイネを
計測し、そのサイズを表14に示す。平均のサイズは
3.94x2.35x1.56mm であった。宇木汲田遺跡（貝塚）
出土のイネ（338粒）を計測した上條（2019：21）
は、弥生時代早期のイネは「粒長4.0mm、粒幅
2.4mm ほどを主体に、粒形1.6～1.7（粒長 / 粒幅）
の短粒、粒大（粒長 x 粒幅）9～10の極小～小型
でばらつきが大きい」と出土イネの特徴を述べてい
る。高宮の計測も同様な傾向を示している（表14）。
また、モミ（図71－写真２）が１片回収されている。
残存部のサイズ（長さ x 幅 mm）は0.3x0.6mm であ
る。
　イネと思われるが決定的な特徴を欠いているある
いは保存状態が悪くイネと分類できなかったものを
イネ？とし、計78（粒 / 片）をこのカテゴリーに含
めた。

　キビ　Panicum miliaceum L.
キビ穎果が計6（粒 / 片）検出された。胚が全体の
半分ほどの長さであり、種皮には特徴的な波状のパ
ターンが観察された。写真3（図71）のサイズは
1.7x1.2x1.3mm。表15は計測可能であったキビのサ
イズ（計4粒）で、参考のため、その平均を報告す
る。平均のサイズは1.7x1.3x1.4mm であった。また、
キビと思われるがその特徴を欠くものあるいは保存

表
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サンプル番号 確定したグリッド 特定された層 可能性のあるグリッド or 層 イネ イネ? イネ（モミ） キビ キビ？ アワ アワ？ タデ科 マメ科 ナス科 イネ科 イネ科？ カヤツリグサ科 モモ 堅果類子葉 堅果類子葉？ 堅果皮 堅果皮？ 不明 同定不可 計 ラベル サンプル日付 分析日 時期 通し番号（粒）（片）（粒）（片） （片） （粒）（片）（粒）（粒）（片）（粒）（片）（片）（片）（粒）（粒）（片）（片） （粒） （片） （片） （片） （片） （片） （粒） （片） （粒/片）
表13a　F-6 （2017）VII出土の植物遺体

1（2017）F-6 VII* 1 汲田F-6VII⑩ 19841127 20170303 板付I・夜臼式共伴期
*2,3,4,6,7,9,10,11のいずれか 小計（粒/片） 1 1

表13b　F-8-c Xa出土の植物遺体
16（2018冬）F-8-c Xa-2-21 16 16 汲田84F-8c Xa-2-21炭化物 19860628 20180210
37（2018夏）F-8-c Xa-2-21 0 19860625 20180919
15（2018冬）F-8-c Xa-2-22 1 4 2 7 F-8-c Sa-2-22炭化物
38（2018夏）F-8-c Xa-2-26 1 6 2 2 11 19860610 20180919
28（2018夏）F-8-c Xa+2-33 7 4 1 12 20180905
39（2018夏）F-8-c Xa-2-33 0 20180919
18（2018冬）F-8-c Xa-2-36 2 2 F8c Xa-2-36　炭化物 19860521 20180213
30（2018夏）F-8-c Xa-2-36 8 3 11 19860521 20180905
40（2018夏）F-8-c Xa-2-36 0 19860521 20180919

3（No.53）　（2018冬）F-8-c Xa-10-7 5 7 1 13 Xa-10-7. LXX?
LXXXV層（複数ラベルあり）

20180207 53
3（No.130）（2018冬）F-8-c Xa-10-7 7 1 1 9 19841212 20180208
3（No.129）（2018冬）F-8-c Xa-10-7 6 4 2 1 2 1 9 25

35（2017）F-8-c Xa-10-14 10 10 1 1 1 2 1 4 30 汲田Xa-10-14 F-8-c LXXXV層 19841213 刻目突帯文単純期
36（2017）F-8-c Xa-10-17 6 11 1 1 3 22 汲田Xa-10-17 F-8-c XM層 19841213 20170301 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 43 53 0 2 0 0 0 0 2 1 2 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 20 4 1 25 158
表13c　F-8-d IXa-3出土の植物遺体

2（2017）F-8-d IXa-3 2 12 2 1 1 18 汲田F-8-d Ixa-3 19841122 20170227 刻目突帯文単純期
小計（粒/片） 2 12 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 18

表13d　F-8-d Xa出土の植物遺体
9（2017）F-8-d Xa-2-5 1 5 1 3 2 1 4 17 汲田F-8-d Xa-2-5 20170302 刻目突帯文単純期

4（2018冬）F-8-d Xa-2-15 1 5 1 7 Xa-2-15 20180208 149
41（2018夏）F-8-d Xa-2-17 6 3 46 213 268 20180919

34（2017）F-8-d Xa-10-13 1 3 4 汲田F1-8-d LXVII区Xa10-13 19841212 20170228 刻目突帯文単純期
小計（粒/片） 1 12 0 1 0 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 3 51 213 0 8 296

表13e　F-8 Xa出土の植物遺体
19（2018冬） F-8 Xa-2① 2 5 1 8 F8Xa-2① 19860624 20180213
29（2018夏） F-8 Xa-2-36 6/4 6 23 7 36 20180905
42（2018夏） F-8 Xa-2-36 0 20180919
17（2018冬） F-8 Xa-2-36 6/4 4 14 1 5 1 25 F8Xa-2-36炭化物　6/4 20182013
5（2018冬） F-8 Xa-2-36 9 2 3 14 Xa-2-36 20180208 152

小計（粒/片） 12 51 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 11 83
表13f　G-8-c Xa出土の植物遺体

14（2017）G-8-c（38層） Xa-9-19 2 4 2 3 2 1 2 16 汲田G-8・c（38）層Xa-9-19 19841209 20170302 刻目突帯文単純期
24（2017）G-8-c（20層） Xa-9-52 1 2 1 4 汲田Xa9-52 G-8-c（30）層 19841209 20170214 刻目突帯文単純期
27（2017）G-8-c（35層） Xa-9-62 1 1 2 汲田Xa-9-62 G-8c（35）層 19841206 20170301 刻目突帯文単純期
28（2017）G-8-c（36層） Xa-9-63 1 1 2 汲田Xa9-63 G-8・c（36）層 19841209 20170301 刻目突帯文単純期
29（2017）G-8-c（37層） Xa-9-64   1 1 1 3 汲田G-8・c（37）層　Xa-9-64 19841209 20170301 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 4 7 0 6 0 0 0 0 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 27
表13g　G-9-d Xa出土の植物遺体

17（2017）G-9-d（32層） Xa-9-29 1 1 2 汲田Xa-9-29 G-9・d（32）a層 19841130 20170303 刻目突帯文単純期
19（2017）G-9-d Xa-9-33 3 3 汲田G-9-d Xa-9-33 19841129 20170303 刻目突帯文単純期
23（2017）G-9-d（27）6層 Xa-9-51 1 2 3 汲田G-9-d（27）6層　Xa-9-51? 198411?? 20170301 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 1 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8
表13h　G-9-b・d Xa出土の植物遺体

21（2017）G-9-b・d Xa-9-44 1 1 1 3 汲田G-9-b・d XXIVe-g層 Xa9-44 19841201 20170228 刻目突帯文単純期
22（2017）G-9-b・d Xa-9-46 2 2 汲田G-9-b・d Xa-9-46 19841201 20170228 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5
表13i　G-8-c or  G-9-d Xa出土の植物遺体

30（2017）G-8-c or 
G-9-d  Xa-9-67 or Xa-9-70 12 4 5 2 6 1 1 1 1 33 汲田Xa-9-70, Xa-9-77,汲田G-8-c（39）層, G-9-d（33）層 19841201 or 19841209 20170227 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 12 4 0 5 0 0 0 2 6 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 33
表13j　H-9-a Xa 出土の植物遺体

1（2018冬）H-9-a Xa-9-18 0 Xa-9-18 19841119 or 29 20180207 34
2（2018冬）H-9-a 1 3 4（17）-b層/Xa? 19841135 20180207 46

小計（粒/片） 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
表13k　F-8-c おそらく IXa or Xa 出土の植物遺体

37（2017） F-8-c IXa, Xa 13 15 2 2 1 33 汲田F-8-c XMII層 19841213 20170302 刻目突帯文単純期
小計（粒/片） 13 15 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 33

表13l G-8-c　おそらく IXa-6・8・10,Xa-5・6・7・8・9出土の植物遺体
38（2017）G-8-c IXa-6・8・10,Xa-5・6・7・8・9 4 3 3 1 11 汲田G-8・cXVII層 19841208 20170302 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 4 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 11
表13m　Xa-2 おそらくF-8出土の植物遺体

31（2018夏） Xa-2-2 F-8 3 7 10 20180905
23（2018冬） Xa-2-2 F-8 1 1 Xa-2-2,炭化物,860624 19860624 20180213
44（2018夏） Xa-2-5 F-8 10 10 19860610 20180919
32（2018夏） Xa-2-10 F-8 6 6 19860709 20180905
25（2018冬） Xa-2-10 F-8 1 1 2 Xa-2-10, 炭化物,860709 19860709 20180213
22（2018冬） Xa-2-21 F-8 2 1 1 4 Xa-2-21,炭化物（*ラベル表記は炭化物）86 19860603 20180213
33（2018夏） Xa-2-23 F-8 1 1 2 19860604 20180905
45（2018夏） Xa-2-23 F-8 0 19860604 20190919
20（2018冬） Xa-2-27 F-8 0 Xa-2-27,炭化物、860618 19860618 20180213
34（2018夏） Xa-2-27 F-8 2 2 19860618 20180905
46（2018夏） Xa-2-28 F-8 0 19860603 20180919
43（2018夏） Xa-2-32 F-8 4 1 1 1 7 19860603 20180919
27（2018冬） Xa-2-32 F-8 0 Xa-2-32,炭化物,860527 19860527 20180213
21（2018冬） Xa-2-41 F-8 4 4 Xa-2-41,炭化物,860625 19860625 20180213
35（2018夏） Xa-2-41 F-8 15 29 9 53 19860625 20180905
47（2018夏） Xa-2-41 F-8 0 19860625 20180919
24（2018冬） Xa-2-42 F-8 1 1 1 3 20180213
26（2018冬） Xa-2-42 F-8 3 1 1 5 Xa-2-42,炭化物,86.6.3 19860604 20180213
36（2018夏） Xa-9-53 F-8 13 2 15 19860610 20180905
48（2018夏） Xa-9-53 F-8 5 13 5 5 28 19860610 20180919
49（2018夏） 不明 F-8 0 20180919

小計（粒/片） 50 63 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 17 0 0 18 152
表13n　IXa-4-3おそらく F-8-c・d 出土の植物遺体

4（2017） IXa-4-3 F-8-c・d 2 9 1 1 2 3 18 汲田IXa-4-3 19841122 20170227 刻目突帯文単純期
3（2017） IXa-4-3 F-8-c・d 2 4 1 7 汲田IXa-4-3 19841122or23 20170227 刻目突帯文単純期
5（2017） IXa-4-4 F-8-c・d 5 5 汲田IXa-4-4 198412？ 20170227 刻目突帯文単純期
6（2017） IXa-4-9 F-8-c・d 3 15 2 1 21 汲田IXa-4-9 19841122 20170207 刻目突帯文単純期
7（2017） IXa-4-17 F-8-c・d 26 37 4 2 1 4 74 汲田IXa-4-17 19841123 20170227 刻目突帯文単純期
8（2017） IXa-4-18 F-8-c・d 10 20 6 36 汲田IXa-4-18 19841122 20170227 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 43 90 0 12 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 1 0 2 7 161
表13o　Xa-8-9　おそらくG-8-c出土の植物遺体

10（2017） Xa-8-9 G-8-c 8 6 14 汲田Xa8-9 19841117 20170302 刻目突帯文単純期
小計（粒/片） 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14

表13p　Xa9 おそらくG-8-dより出土した植物遺体
11（2017） Xa-9-0 G-8-d 3 3 汲田Xa-9-0 20170302 刻目突帯文単純期
13（2017） Xa-9-13 G-8-d 0 汲田Xa-9-13 不明19841201 20170302 刻目突帯文単純期
15（2017） Xa-9-25 G-8-d 9 1 10 汲田Xa-9-25 20170302 刻目突帯文単純期
16（2017） Xa-9-27 G-8-d 2 1 6 1 10 汲田Xa-9-27 19841201 20170302 刻目突帯文単純期
18（2017） Xa-9-29 G-8-d 1 2 3 汲田Xa-9-29 20170303 刻目突帯文単純期
20（2017） Xa-9-40 G-8-d 2 1 1 4 汲田Xa-9-40 不明198411?? 20170303 刻目突帯文単純期
25（2017） Xa-9-53 G-8-d 1 4 3 2 4 8 22 汲田Xa-9-53 不明 20170301 刻目突帯文単純期
31（2017） Xa-9 G-8-d 5 1 6 汲田Xa-9 19841110 20170228 刻目突帯文単純期
32（2017） Xa-9 G-8-d 0 汲田Xa-9 19841201 20170228 刻目突帯文単純期
33（2017） Xa-9 G-8-d 3 3 1 7 汲田Xa-9 20170228 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 14 21 0 13 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 2 4 0 0 0 8 65
表13q　Xa-5  おそらくG-7-c, H-7-a, G-8-c・d,H-8-b等から出土の植物遺体

13（2018冬） Xa-5-? G-7-c, H-7-a, G-8-c・d,H-8-b 1 8 1 3 13 Xa-5-? 20180210
14（2018冬） Xa-5-14（No.112） 43 54 4 1 1 2 17 122 Xa-5-14 20180210
6（2018冬） Xa-5-18（no.55） 9 11 1 1 2 3 4 32 Xa-5-18 19841204 20180208 72
8（2018冬） Xa-5-21（No.45） 4 4 3 2 4 1 4 22 Xa-5-21 20180210 76
8（2018冬） Xa-5-21（No.44） 2 1 1 1 1 14 4 24 20180210 2
7（2018冬） Xa-5-1 or Xa-6-2 G-7-c, H-7-a, G-8-c・d, H-8-b, H-9-a・b 214 158 8 1 1 3 1 1 10 3 12 412 19841118 20180208 10

小計（粒/片） 273 236 8 9 0 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 6 18 1 1 1 4 0 13 6 0 44 624 6
表13r　Xa-6? Xa-9? おそらくG-8-c等より出土の植物遺体

可能性のある層
9（2018冬） Xa-6?（No.66） G-8-c,G-9-c・d,H-9-a・b 7 7 Xa-6-? 20180210

11（2018冬） Xa-6?（No.61） G-8-c,G-9-c・d,H-9-a・b 1 1 2 Xa-6-? 20180210 33
12（2018冬） Xa-6?（No.62） G-8-c,G-9-c・d,H-9-a・b 3 3 6 Xa-6-? 20180210 45

12（2017） Xa-9-12? G-8-d 6 2 8 汲田Xa-9-12? 20170302 刻目突帯文単純期 49
26（2017） Xa-9-54?（2a）b G-8-d 2 4 4 1 1 7 14 33 汲田Xa-9-54?（29）b層 19841204 20170301 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 8 8 0 4 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 7 14 0 0 11 56

表13　F-6VII 出土の植物遺体
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サンプル番号 確定したグリッド 特定された層 可能性のあるグリッド or 層 イネ イネ? イネ（モミ） キビ キビ？ アワ アワ？ タデ科 マメ科 ナス科 イネ科 イネ科？ カヤツリグサ科 モモ 堅果類子葉 堅果類子葉？ 堅果皮 堅果皮？ 不明 同定不可 計 ラベル サンプル日付 分析日 時期 通し番号（粒）（片）（粒）（片） （片） （粒）（片）（粒）（粒）（片）（粒）（片）（片）（片）（粒）（粒）（片）（片） （粒） （片） （片） （片） （片） （片） （粒） （片） （粒/片）
表13a　F-6 （2017）VII出土の植物遺体

1（2017）F-6 VII* 1 汲田F-6VII⑩ 19841127 20170303 板付I・夜臼式共伴期
*2,3,4,6,7,9,10,11のいずれか 小計（粒/片） 1 1

表13b　F-8-c Xa出土の植物遺体
16（2018冬）F-8-c Xa-2-21 16 16 汲田84F-8c Xa-2-21炭化物 19860628 20180210
37（2018夏）F-8-c Xa-2-21 0 19860625 20180919
15（2018冬）F-8-c Xa-2-22 1 4 2 7 F-8-c Sa-2-22炭化物
38（2018夏）F-8-c Xa-2-26 1 6 2 2 11 19860610 20180919
28（2018夏）F-8-c Xa+2-33 7 4 1 12 20180905
39（2018夏）F-8-c Xa-2-33 0 20180919
18（2018冬）F-8-c Xa-2-36 2 2 F8c Xa-2-36　炭化物 19860521 20180213
30（2018夏）F-8-c Xa-2-36 8 3 11 19860521 20180905
40（2018夏）F-8-c Xa-2-36 0 19860521 20180919

3（No.53）　（2018冬）F-8-c Xa-10-7 5 7 1 13 Xa-10-7. LXX?
LXXXV層（複数ラベルあり）

20180207 53
3（No.130）（2018冬）F-8-c Xa-10-7 7 1 1 9 19841212 20180208
3（No.129）（2018冬）F-8-c Xa-10-7 6 4 2 1 2 1 9 25

35（2017）F-8-c Xa-10-14 10 10 1 1 1 2 1 4 30 汲田Xa-10-14 F-8-c LXXXV層 19841213 刻目突帯文単純期
36（2017）F-8-c Xa-10-17 6 11 1 1 3 22 汲田Xa-10-17 F-8-c XM層 19841213 20170301 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 43 53 0 2 0 0 0 0 2 1 2 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 20 4 1 25 158
表13c　F-8-d IXa-3出土の植物遺体

2（2017）F-8-d IXa-3 2 12 2 1 1 18 汲田F-8-d Ixa-3 19841122 20170227 刻目突帯文単純期
小計（粒/片） 2 12 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 18

表13d　F-8-d Xa出土の植物遺体
9（2017）F-8-d Xa-2-5 1 5 1 3 2 1 4 17 汲田F-8-d Xa-2-5 20170302 刻目突帯文単純期

4（2018冬）F-8-d Xa-2-15 1 5 1 7 Xa-2-15 20180208 149
41（2018夏）F-8-d Xa-2-17 6 3 46 213 268 20180919

34（2017）F-8-d Xa-10-13 1 3 4 汲田F1-8-d LXVII区Xa10-13 19841212 20170228 刻目突帯文単純期
小計（粒/片） 1 12 0 1 0 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 3 51 213 0 8 296

表13e　F-8 Xa出土の植物遺体
19（2018冬） F-8 Xa-2① 2 5 1 8 F8Xa-2① 19860624 20180213
29（2018夏） F-8 Xa-2-36 6/4 6 23 7 36 20180905
42（2018夏） F-8 Xa-2-36 0 20180919
17（2018冬） F-8 Xa-2-36 6/4 4 14 1 5 1 25 F8Xa-2-36炭化物　6/4 20182013
5（2018冬） F-8 Xa-2-36 9 2 3 14 Xa-2-36 20180208 152

小計（粒/片） 12 51 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 11 83
表13f　G-8-c Xa出土の植物遺体

14（2017）G-8-c（38層） Xa-9-19 2 4 2 3 2 1 2 16 汲田G-8・c（38）層Xa-9-19 19841209 20170302 刻目突帯文単純期
24（2017）G-8-c（20層） Xa-9-52 1 2 1 4 汲田Xa9-52 G-8-c（30）層 19841209 20170214 刻目突帯文単純期
27（2017）G-8-c（35層） Xa-9-62 1 1 2 汲田Xa-9-62 G-8c（35）層 19841206 20170301 刻目突帯文単純期
28（2017）G-8-c（36層） Xa-9-63 1 1 2 汲田Xa9-63 G-8・c（36）層 19841209 20170301 刻目突帯文単純期
29（2017）G-8-c（37層） Xa-9-64   1 1 1 3 汲田G-8・c（37）層　Xa-9-64 19841209 20170301 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 4 7 0 6 0 0 0 0 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 27
表13g　G-9-d Xa出土の植物遺体

17（2017）G-9-d（32層） Xa-9-29 1 1 2 汲田Xa-9-29 G-9・d（32）a層 19841130 20170303 刻目突帯文単純期
19（2017）G-9-d Xa-9-33 3 3 汲田G-9-d Xa-9-33 19841129 20170303 刻目突帯文単純期
23（2017）G-9-d（27）6層 Xa-9-51 1 2 3 汲田G-9-d（27）6層　Xa-9-51? 198411?? 20170301 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 1 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8
表13h　G-9-b・d Xa出土の植物遺体

21（2017）G-9-b・d Xa-9-44 1 1 1 3 汲田G-9-b・d XXIVe-g層 Xa9-44 19841201 20170228 刻目突帯文単純期
22（2017）G-9-b・d Xa-9-46 2 2 汲田G-9-b・d Xa-9-46 19841201 20170228 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5
表13i　G-8-c or  G-9-d Xa出土の植物遺体

30（2017）G-8-c or 
G-9-d  Xa-9-67 or Xa-9-70 12 4 5 2 6 1 1 1 1 33 汲田Xa-9-70, Xa-9-77,汲田G-8-c（39）層, G-9-d（33）層 19841201 or 19841209 20170227 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 12 4 0 5 0 0 0 2 6 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 33
表13j　H-9-a Xa 出土の植物遺体

1（2018冬）H-9-a Xa-9-18 0 Xa-9-18 19841119 or 29 20180207 34
2（2018冬）H-9-a 1 3 4（17）-b層/Xa? 19841135 20180207 46

小計（粒/片） 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
表13k　F-8-c おそらく IXa or Xa 出土の植物遺体

37（2017） F-8-c IXa, Xa 13 15 2 2 1 33 汲田F-8-c XMII層 19841213 20170302 刻目突帯文単純期
小計（粒/片） 13 15 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 33

表13l G-8-c　おそらく IXa-6・8・10,Xa-5・6・7・8・9出土の植物遺体
38（2017）G-8-c IXa-6・8・10,Xa-5・6・7・8・9 4 3 3 1 11 汲田G-8・cXVII層 19841208 20170302 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 4 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 11
表13m　Xa-2 おそらくF-8出土の植物遺体

31（2018夏） Xa-2-2 F-8 3 7 10 20180905
23（2018冬） Xa-2-2 F-8 1 1 Xa-2-2,炭化物,860624 19860624 20180213
44（2018夏） Xa-2-5 F-8 10 10 19860610 20180919
32（2018夏） Xa-2-10 F-8 6 6 19860709 20180905
25（2018冬） Xa-2-10 F-8 1 1 2 Xa-2-10, 炭化物,860709 19860709 20180213
22（2018冬） Xa-2-21 F-8 2 1 1 4 Xa-2-21,炭化物（*ラベル表記は炭化物）86 19860603 20180213
33（2018夏） Xa-2-23 F-8 1 1 2 19860604 20180905
45（2018夏） Xa-2-23 F-8 0 19860604 20190919
20（2018冬） Xa-2-27 F-8 0 Xa-2-27,炭化物、860618 19860618 20180213
34（2018夏） Xa-2-27 F-8 2 2 19860618 20180905
46（2018夏） Xa-2-28 F-8 0 19860603 20180919
43（2018夏） Xa-2-32 F-8 4 1 1 1 7 19860603 20180919
27（2018冬） Xa-2-32 F-8 0 Xa-2-32,炭化物,860527 19860527 20180213
21（2018冬） Xa-2-41 F-8 4 4 Xa-2-41,炭化物,860625 19860625 20180213
35（2018夏） Xa-2-41 F-8 15 29 9 53 19860625 20180905
47（2018夏） Xa-2-41 F-8 0 19860625 20180919
24（2018冬） Xa-2-42 F-8 1 1 1 3 20180213
26（2018冬） Xa-2-42 F-8 3 1 1 5 Xa-2-42,炭化物,86.6.3 19860604 20180213
36（2018夏） Xa-9-53 F-8 13 2 15 19860610 20180905
48（2018夏） Xa-9-53 F-8 5 13 5 5 28 19860610 20180919
49（2018夏） 不明 F-8 0 20180919

小計（粒/片） 50 63 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 17 0 0 18 152
表13n　IXa-4-3おそらく F-8-c・d 出土の植物遺体

4（2017） IXa-4-3 F-8-c・d 2 9 1 1 2 3 18 汲田IXa-4-3 19841122 20170227 刻目突帯文単純期
3（2017） IXa-4-3 F-8-c・d 2 4 1 7 汲田IXa-4-3 19841122or23 20170227 刻目突帯文単純期
5（2017） IXa-4-4 F-8-c・d 5 5 汲田IXa-4-4 198412？ 20170227 刻目突帯文単純期
6（2017） IXa-4-9 F-8-c・d 3 15 2 1 21 汲田IXa-4-9 19841122 20170207 刻目突帯文単純期
7（2017） IXa-4-17 F-8-c・d 26 37 4 2 1 4 74 汲田IXa-4-17 19841123 20170227 刻目突帯文単純期
8（2017） IXa-4-18 F-8-c・d 10 20 6 36 汲田IXa-4-18 19841122 20170227 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 43 90 0 12 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 1 0 2 7 161
表13o　Xa-8-9　おそらくG-8-c出土の植物遺体

10（2017） Xa-8-9 G-8-c 8 6 14 汲田Xa8-9 19841117 20170302 刻目突帯文単純期
小計（粒/片） 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14

表13p　Xa9 おそらくG-8-dより出土した植物遺体
11（2017） Xa-9-0 G-8-d 3 3 汲田Xa-9-0 20170302 刻目突帯文単純期
13（2017） Xa-9-13 G-8-d 0 汲田Xa-9-13 不明19841201 20170302 刻目突帯文単純期
15（2017） Xa-9-25 G-8-d 9 1 10 汲田Xa-9-25 20170302 刻目突帯文単純期
16（2017） Xa-9-27 G-8-d 2 1 6 1 10 汲田Xa-9-27 19841201 20170302 刻目突帯文単純期
18（2017） Xa-9-29 G-8-d 1 2 3 汲田Xa-9-29 20170303 刻目突帯文単純期
20（2017） Xa-9-40 G-8-d 2 1 1 4 汲田Xa-9-40 不明198411?? 20170303 刻目突帯文単純期
25（2017） Xa-9-53 G-8-d 1 4 3 2 4 8 22 汲田Xa-9-53 不明 20170301 刻目突帯文単純期
31（2017） Xa-9 G-8-d 5 1 6 汲田Xa-9 19841110 20170228 刻目突帯文単純期
32（2017） Xa-9 G-8-d 0 汲田Xa-9 19841201 20170228 刻目突帯文単純期
33（2017） Xa-9 G-8-d 3 3 1 7 汲田Xa-9 20170228 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 14 21 0 13 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 2 4 0 0 0 8 65
表13q　Xa-5  おそらくG-7-c, H-7-a, G-8-c・d,H-8-b等から出土の植物遺体

13（2018冬） Xa-5-? G-7-c, H-7-a, G-8-c・d,H-8-b 1 8 1 3 13 Xa-5-? 20180210
14（2018冬） Xa-5-14（No.112） 43 54 4 1 1 2 17 122 Xa-5-14 20180210
6（2018冬） Xa-5-18（no.55） 9 11 1 1 2 3 4 32 Xa-5-18 19841204 20180208 72
8（2018冬） Xa-5-21（No.45） 4 4 3 2 4 1 4 22 Xa-5-21 20180210 76
8（2018冬） Xa-5-21（No.44） 2 1 1 1 1 14 4 24 20180210 2
7（2018冬） Xa-5-1 or Xa-6-2 G-7-c, H-7-a, G-8-c・d, H-8-b, H-9-a・b 214 158 8 1 1 3 1 1 10 3 12 412 19841118 20180208 10

小計（粒/片） 273 236 8 9 0 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 6 18 1 1 1 4 0 13 6 0 44 624 6
表13r　Xa-6? Xa-9? おそらくG-8-c等より出土の植物遺体

可能性のある層
9（2018冬） Xa-6?（No.66） G-8-c,G-9-c・d,H-9-a・b 7 7 Xa-6-? 20180210

11（2018冬） Xa-6?（No.61） G-8-c,G-9-c・d,H-9-a・b 1 1 2 Xa-6-? 20180210 33
12（2018冬） Xa-6?（No.62） G-8-c,G-9-c・d,H-9-a・b 3 3 6 Xa-6-? 20180210 45

12（2017） Xa-9-12? G-8-d 6 2 8 汲田Xa-9-12? 20170302 刻目突帯文単純期 49
26（2017） Xa-9-54?（2a）b G-8-d 2 4 4 1 1 7 14 33 汲田Xa-9-54?（29）b層 19841204 20170301 刻目突帯文単純期

小計（粒/片） 8 8 0 4 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 7 14 0 0 11 56
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図71　宇木汲田貝塚出土の植物遺体（1）
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図72　宇木汲田貝塚出土の植物遺体（2）
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状態の悪いものをキビ ? とした。計４粒をキビ？とした。

　アワ　Setalia italica P. Beauv.
胚が穎果の約2/3ほどあり、胚の形状が逆 v をしており、さらに種皮には波状のパターンが見られた。
計18（粒 / 片）をアワとした。写真４（図71）のサイズは1.1x1.0x0.9mm。計測可能なアワは12粒

（表16）で、参考のためその平均を記すと、1.1x1.0x0.8mm であった。また、アワと思われるが、ア
ワの特徴が認められなかった植物遺体をアワ？とし、計9（粒 / 片）をこのカテゴリーに分類した。

　タデ科　Polygonaceae
タデ科の痩果が１粒検出されている。痩果の形状は広楕円状3稜形。稜は鋭く、両端は尖る。写真5

（図71）のサイズは1.4x1.0x0.7mm である。

　マメ科　Fabaceae
半割のマメ科の子葉が２片回収された。そのうち写真6は保存状態の良いもので、側面は楕円形。完
形であれば楕円体と思われる。初生葉の跡が明瞭ではないが、アズキの仲間（吉崎・椿坂　2001）と
思われる。写真6（図71）のサイズは3.5x2.2x1.1mm である。

　ナス科　Solanaceae
種子は腎臓形で、種皮には網目状のパターンが確認できる。1（粒）検出された。写真7（図71）の
サイズは1.2x1.3x0.4mm である。

　イネ科　Poaceae
　イネ科の痩果が１種類回収された。痩果の狭線状楕円形。側面は扁平。計41（粒 / 片）回収された。
写真8（図71）のサイズは3.4x1.4x0.9mm である。カラスムギに類似するかと思われる。また、イネ
科と思われるが、破片でイネ科と断定できなかったものをイネ科？とし、計２（片）をこのカテゴ
リーとした。

　カヤツリグサ科　Cyperaceae
カヤツリグサ科の痩果が１（片）検出されている。痩果の形状は広倒卵形。写真9（図71）のサイズ
は1.7x1.2x0.5mm である。

　モモ　Amygdalus persica L.
1（片）モモ特有の不規則なシワを有する破片が検出された。小破片であり、弥生時代早期のサンプ
ルであったので、当初モモとは同定せずモモ？とした。しかし、岡山理科大学の那須浩郎さんに確認
していただくと、モモであるとのことなので、モモとする。写真10（図72）の残存部のサイズは
4.6x3.6x1.4mm である。

　堅果類子葉・堅果皮
破片であるが堅果類の子葉と思われる植物遺体が計9片回収されている（図72－写真11　
3.2x1.3x2.2mm）。また、堅果皮も計121片検出されている（図72－写真12　2.3x2.4x 約0.3mm）。堅果
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長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）長さ／幅 長さx幅
3.6 2.1 1.3 1.71 7.56
3.2 1.9 1.2 1.68 6.08
4.3 2.4 1.6 1.79 10.32
4.2 2.5 1.9 1.68 10.5
4.2 2.6 1.7 1.62 10.92
4.1 2.2 1.3 1.86 9.02
3.9 2.5 1.4 1.56 9.75
4.2 2.2 1.2 1.91 9.24
4.6 2.7 1.6 1.70 12.42
4.4 2.8 1.8 1.57 12.32
3.8 2.5 1.4 1.52 9.5
3.4 2.4 1.7 1.42 8.16
4.3 2.5 1.8 1.72 10.75
3.7 2.3 1.3 1.61 8.51
3.2 2 1 1.60 6.4
3.1 1.3 1.1 2.38 4.03
4.1 2.5 1.6 1.64 10.25
3.7 2.5 1.6 1.48 9.25
3.9 2.5 1.4 1.56 9.75

4 2.3 1.7 1.74 9.2
3.7 2.3 1.4 1.61 8.51
3.6 1.7 1.1 2.12 6.12
4.3 2.6 2 1.65 11.18
3.8 2.8 2.1 1.36 10.64

4 2.5 1.5 1.60 10
4.3 2.2 1.5 1.95 9.46
3.5 2.3 1.4 1.52 8.05

4 2.3 1.6 1.74 9.2
4 2.6 1.4 1.54 10.4

4.1 2.6 1.7 1.58 10.66
3.8 2.4 1.7 1.58 9.12
3.9 2.3 1.5 1.70 8.97
4.2 2.6 1.7 1.62 10.92
3.5 2.2 1.7 1.59 7.7
4.2 2.8 2 1.50 11.76
3.8 2.2 1.6 1.73 8.36
3.1 1.7 1.3 1.82 5.27
4.2 2.6 1.7 1.62 10.92
3.9 2.1 1.7 1.86 8.19
4.2 2.7 1.8 1.56 11.34
3.9 2.2 1.5 1.77 8.58

4 2.5 1.8 1.60 10
3.7 2.3 1.4 1.61 8.51
3.7 2.3 1.8 1.61 8.51
3.6 2.1 1.3 1.71 7.56
3.6 2.4 1.7 1.50 8.64
3.6 2.2 1.7 1.64 7.92
3.8 2.4 1.7 1.58 9.12
4.2 2.5 1.7 1.68 10.5
3.7 2.3 1.5 1.61 8.51
4.1 2.4 1.7 1.71 9.84

4 2.3 1.8 1.74 9.2
4 2.4 2 1.67 9.6

4.1 2.3 1.6 1.78 9.43
4.4 2.3 1.7 1.91 10.12
4.3 2.5 2 1.72 10.75
4.3 2.9 1.7 1.48 12.47
4.2 2.5 1.8 1.68 10.5

4 2.4 1.7 1.67 9.6
4 2.5 1.4 1.60 10

4.3 2.3 1.8 1.87 9.89
3.9 2.7 1.6 1.44 10.53

4 2.5 1.5 1.60 10
4.2 2.6 1.7 1.62 10.92
3.6 2.4 1.7 1.50 8.64

表15　キビのサイズ
長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm）

1.8 1.3 1.1
1.6 1.2 1.2
1.7 1.2 1.3
1.8 1.5 1.9

平均（mm） 1.7 1.3 1.4

表16　アワのサイズ
長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm）

1.2 1 0.8
1.3 1.2 1

1 1 0.8
1.1 1.1 0.8

1 0.8 0.8
0.8 0.6 0.4

1 1 0.7
1.1 0.9 0.7
1.1 1.1 0.6
1.1 1 0.9

1 1.1 0.8
1.2 1 0.8

平均（mm） 1.1 1.0 0.8

長さ（mm）幅（mm）厚さ（mm）長さ／幅 長さx幅
3.6 1.7 1.6 2.12 6.12

3 2.9 1.1 1.03 8.7
4.3 2.4 1.6 1.79 10.32
4.1 2.4 1.7 1.71 9.84
2.2 1.3 0.5 1.69 2.86
4.2 2.4 1.8 1.75 10.08
4.3 2.3 1.6 1.87 9.89
4.6 2.9 1.6 1.59 13.34
3.7 1.9 1.2 1.95 7.03
3.7 2.4 1.6 1.54 8.88
4.5 2.8 1.9 1.61 12.6
3.9 2 1.3 1.95 7.8

4 2.5 1.8 1.60 10
3.2 1.7 1 1.88 5.44
4.6 2 1.3 2.30 9.2
4.7 2.5 1.4 1.88 11.75
4.2 2.9 1.4 1.45 12.18
4.4 2.2 1.7 2.00 9.68

4 2.4 1.2 1.67 9.6
3.6 2.4 1.6 1.50 8.64
4.5 2.9 1.6 1.55 13.05
3.9 2.2 1.4 1.77 8.58
3.7 1.8 1 2.06 6.66
3.9 2.7 1.7 1.44 10.53
4.5 2.1 1.8 2.14 9.45
3.6 2.2 1.6 1.64 7.92

平均（mm） 3.94 2.35 1.56 1.67 9.27

表14　イネのサイズ
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類の子葉と思われるが、堅果類子葉とするには保存状態の悪いものを堅果類子葉？とし、計14（片）
を堅果類子葉？に含めた。また、同様に堅果皮と思われるが、保存状態の悪いものを堅果皮？とし、
計223（片）を堅果皮？とした。この中には写真13（図72）も含まれる。写真13は他の堅果皮あるい
は堅果皮？と異なり、内外面が滑らかで、厚さが厚い。残存部のサイズは5.1x6.3x 約0.4mm である。

不明　3種類の不明炭化植物遺体が検出されている。
　不明１　　 種子は楕円体。種皮は細い数条の縦溝が確認できる。2017年 No.37より１粒回収された。

写真14のサイズは2.7x1.3x1.2mm である。
　不明２　　 種子は広楕円形。側面は扁平あるいは両凸レンズ型。両面に5～6本の縦粒条が確認で

きる。2017年 No.37より回収され、写真15のサイズは2.5x1.5x1.2mm である。
　不明3　　 種子は長楕円形。側面は扁平。外面には２本の縦溝がある。内面は平滑。2017年 No.4

（２粒）、No.14（１粒）、No.24（１粒）および No.35（１粒）の計5（粒）回収された。
写真16のサイズは2.4x0.9x0.6mm である。

同定不可
　保存状態が悪く、同定ができない炭化植物遺体を同定不可とした。計141（片）が同定不可であっ
た。

４．まとめ
　同定不可を含め、計1752（粒 / 片）の植物遺体が回収された。3種の不明を入れて13分類群である。
弥生時代早期の遺跡からの土壌サンプルで、サンプリングは1980年代に行われたものである。そのた
め、サンプル地点・層の不明な土壌サンプルもあった。表13のうち、表13a～13g はグリッドおよび
層が特定されたサンプルで、表13h～13r はグリッドあるいは層および両方が不明な層である。また、
サンプルされた土壌量も不明なため、詳細な比較（グリッド間あるいは層間）は、残念ながらできな
い。以下、今回の分析結果を簡単にまとめたい。
　まず、回収された1749（粒 / 片）の植物遺体のうちイネが最も多く1071（粒 / 片）、全体の約60％
を占める。また、イネは89サンプル中66サンプルから検出されており、イネ？が回収されたサンプル
を含むと70サンプルとなる。前者で約74％、後者で約79％となる。このことはイネは1980年代にサン
プルされた地点・層に遍在的に分布していたことを示すものであり、イネの回収された数量やこの分
布状況は、宇木汲田遺跡（貝塚）の人々にとって、イネは重要な植物食であったと考えられる。実際
キビやアワはそれぞれ6（粒 / 片）および18（粒 / 片）であり、この点からもイネの重要性が支持さ
れる。また、イネ、アワおよびキビに関してはモミや穎などが１片（モミ）のみであり、脱穀などは
別の場所で行われていたと思われる。雑草と思われる種実の種類の少なさ、その検出数の少なさもこ
の点を支持するものと考えられる。イネについで（あるいはキビ・アワと同程度）に意義のあった植
物食は堅果類であったようだ。小破片で属・種のレベルで同定はできなかったが、堅果類の子葉およ
び果皮もある程度回収されている。上記したようにイネ、キビおよびアワは別の場所で処理がなされ
たようであるが、堅果類は子葉と果皮（果皮が圧倒的に多い）が回収されている。穀類とは異なるプ
ロセスがあったのかもしれない。今回確実にコムギおよびオオムギといえる穎果は検出されていない。
これらの穀物は小畑（2016）が推測するようにイネ（プラスキビ・アワ）より後に日本列島に導入さ
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れたのかもしれない。
　また、モモ核の破片も確認された。日本列島の遺跡より回収されたモモについては、コンタミネー
ションの事例が多く、弥生時代早期とするには年代測定が必要であろう（那須　2014、2019および
2020　私信による）。今回は小破片の１片のみであるので、年代測定は不可能と思われるが、遺跡よ
り回収されたモモについて考察した金原（1996）によると古代遺跡出土のモモは大きく分けて A 類、
B 類および C 類に分けられるという。そのうち A 類は「形が丸いかやや長めで、先端がほとんど尖
らないからやや尖るものがあり、平均的な形状としては長さに対して幅と厚みが大きく、丸いものが
多い（金原　1996：16）」。6世紀の奈良県和爾遺跡出土の A 類に分類されたモモ核の平均的長さ x
幅 x 厚さ（mm）はそれぞれ、21.5x18.32x14.76mm であった。また、A 類は古い時代に属するものが
多く、縄文時代晩期・弥生期から平安あるいは中世まで利用されていたという。那須（2014、2019）
によると縄文時代のモモ核はコンタミネーションで、現時点において最古のモモは弥生時代前期に属
する（那須　2014）。今回宇木汲田遺跡（貝塚）より回収されたモモ核は1/3から1/2ほどの残存部で
ある。この残存部から想像すると小型で丸い核であったと思われ、金原（1996）の A 類に近似する
のではないであろうか。将来発掘調査が成されれば、弥生時代早期のモモ核の形態やその理化学的年
代も明らかになるであろう。
　最後に、今回は土壌のサンプリングの重要性を痛感した。土壌をサンプリングし、フローテーショ
ンを実施し、システィマテックに浮遊物を回収することによって、上記のような成果を得ることがで
きた。このようなアプローチなしに宇木汲田遺跡（貝塚）の人々の植物食利用に関する理解およびイ
ネ、アワおよびキビの直接の年代測定（宮本　2018、2019）は不可能であった。植物食利用の観点か
らも年代測定の結果からも、宇木汲田遺跡（貝塚）は「縄文時代晩期」ではなく、「弥生時代早期」
に属することが支持されると思われる。さらに意義ある点は今回の土壌サンプルは1980年代になされ
たものである。考えてみれば当然のことであるが、約3000年間も保存されていた炭化物が、30年～40
年ほどで消滅することはないことが示された点も今回の重要な点の一つであると思う。本節で行った
植物遺体分析、あるいはその他将来新たな方法論が確立されるであろうこと（例えば1980年代では米
粒一つ、あるいはアワで年代測定ができるとは考えられなかった）などを考慮すると発掘調査の過程
で将来のためにある程度の土壌のサンプリングはなされるべきだと思えた。
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